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※この広報紙は、毎月第１日曜日に新聞折り込みでお届けしています。県庁県民センター、県行政県税事務所、市役所・町村役場、群馬銀行、東和銀行、農協、フレッ
セイ、セブン -イレブン、セーブオン、ファミリーマート、とりせん、イオンモール太田、ベイシア、館林つつじの里ショッピングセンターにも置いてあります

※１部当たりの制作費は約3円です
古紙配合率70%以上、白色度70％程度の再生紙使用

イ ベ ン ト 情 報
※ 県観光情報誌「ググっとぐんま（春号）」に掲載されている主なイベントを紹介します。詳しくは「ググっ

とぐんま公式サイト」（http://gunma-dc.net/）をご覧ください

※内容が変更になることがありますので、お出掛けの際はご確認ください

広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を県が推奨・保証等するものではありません

名称 日程・時間 会場 内容 費用 問い合わせ先

赤城南面
千本桜まつり

４月16日（日）まで
午前8時～午後9時30分
※開花状況により日程を
変更する場合があります

赤城南面千本桜
（前橋市苗ケ島町）

「さくら名所100選の地」
に選ばれている約1.3㌔の
ソメイヨシノのトンネル
を楽しめます

無料
※駐車料金500円が
掛かります

前橋観光コンベンション協会
☎027-235-2211
FAX027-235-2233

おおた八王子山公園
芝桜・ポピーまつり

４月６日（木）～
５月７日（日）
午前９時～午後５時

八王子山公園
（太田市北部運動公園）
（太田市上強戸町）

約18㌶の広大な公園の西エ
リアがアイスランドポピー、
東エリアが芝桜で彩られます

無料
※駐車料金500円が
掛かります

公園管理事務所
☎・FAX0276-37-3434

みさと芝桜まつり
４月８日（土）～
５月７日（日）
午前８時～午後５時
（入場は午後４時30分まで）

みさと芝桜公園
（高崎市箕郷町）

約４㌶の敷地に約26万株の芝桜が
花を咲かせます。赤・白・ピンクの
芝桜で「織姫が置き忘れた桃色の
はごろも」をイメージしています

大人＝300円、
小学生＝100円、
小学生未満＝無料

高崎市箕郷支所産業課
☎027-371-9111
FAX027-371-5777
※4月3日（月）～5月7日

すいせん祭り ４月９日（日）
午前９時30分～午後３時

岩井親水公園
（東吾妻町岩井）

吾妻川に面した岩井親水公園の脇に
ラッパスイセン約30万本が咲き、ス
イセンとサクラを同時に楽しめます

無料
東吾妻町観光協会
☎・FAX0279-70-2110

志賀草津高原ルート
「雪の回廊」

４月21日（金）
午前10時から

国道292号線
（志賀草津道路）
（草津町草津）

両側に高さ５～１０㍍ほどの雪の壁
がそびえる迫力満点の道です。
上信越高原国立公園の山並みと北ア
ルプスの雄大な景色を楽しめます

無料
草津町観光課
☎0279-88-7188
FAX0279-88-0002
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　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

答え：Ａ～Eを順番に並べると？

３月号の答えは「ハルイチバン（春一番）」でした。応募総数は1,079通でした。
たくさんのご応募・ご意見ありがとうございました。

応募方法　はがき、Ｅメールまたは「ぐんま電
子申請受付システム」。①パズルの答え②郵便
番号 ③住所 ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今月
のぐんま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞
品名を書いてください（Ｅメールは件名に「ク
ロスワードパズル 4月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 群馬県庁広報課クロス
ワードパズル係

・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請　http://www.shins 
ei.elg-front.jp/gunma/navi/
index.html（携帯電話用ホー
ムページのＵＲＬは右図から
読み取れます）
応募期限　４月12日（水）消印有効
※Ｅメール、電子申請は12日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを明記してください
近代美術館、館林美術館、自然史博物館、土屋文明記念文学館、日
本絹の里、ぐんまフラワーパーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の
森、ぐんまちゃんトートバッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパク
サツ群馬（5月13日愛媛FC戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今
シーズンホームゲーム共通）、群馬クレインサンダーズ（今シー
ズンホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（5月27日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさ
せていただきます

　季節の変わり目が近づいてくる

と、いつも時間が過ぎるのは早い

なと感じます。

　聞いた話では、年齢を重ねるご

とに新しい体験をすることが少な

くなるため、時間が早く過ぎたよ

うに感じるそうです。私も、この

一年間を振り返ってみると、確か

に新鮮な体験をした記憶が少ない

気がします。

　今年度は、気が付いたらもう春、

ということのないよう、いろいろな

新しいことに挑戦し、新鮮な体験

を積み重ねていきたいと思います。

 （佐藤隆）

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

◆３人の子どもを育てていること

もあり、３月号の特集を興味深く

読みました。子どもや若者を取り

巻く問題を解決するためのいろい

ろな対策を知ったので、一人で悩

まずに相談できるよう、困ってい

る人に伝えていきたいです。

 （桐生市　50歳）

◆「井伊家ゆかりの群馬の城ストー

リー」を読んで、井伊家と高崎城

との関係がよく分かりました。大

河ドラマの内容も理解しやすくな

ると思います。

　箕輪城跡には実際に行ったこと

がありますが、復元された門はま

だ見ていないので、今度見に行き

ます。 （高崎市　72歳）

たてのかぎ
１

２
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５
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８
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体長 15 ～ 22㌢程度の哺乳類。森林に生
息し、木の実や昆虫などを食べる
剣道で使う竹製の刀
マグロの赤身をしょうゆなどのたれに漬けたもの。○○丼
声をそろえて褒めたたえること。青春を○○○する
便所や手洗い所のこと
目や鼻、口があるところ
地中に打ち込む長い棒。目印や支柱にする

よこのかぎ
１

４
５
６

９
11

北海道稚内市の南西方向に位置する、日本
海の火山島。ウニやコンブの生産で有名。
○○○昆布
岩石が砕けて細かくなったもの。○○浜
細長い木の板を筒形に並べて底を付け、たがで締めた容器
サケ科の淡水魚で、巨大なものは体長約 1.5
㍍に及ぶ。個体数が少なく、珍しい魚
武力や威力で脅すこと。○○○射撃
付け加えるもの。うわさに○○○が付いて広まる
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群馬県庁：〒371-8570　前橋市大手町1-1-1　☎ 027-223-1111 (代表)
　　　　　県ホームページ　http://www.pref.gunma.jp/
発　　行：県庁広報課　☎ 027-226-2162　FAX027-243-3600　毎月第1日曜日発行

No.335

県　人　口： 1,963,496人
対　前　月：  -1,005人
　　男　　： 968,985人
　　女　　： 994,511人
世　帯　数： 783,502世帯
（県移動人口調査：平成29年2月1日現在）

４２０１７
県内各地でサクラが見頃となっています。県内のサクラの開
花情報を「ググっとぐんま公式サイト」でお知らせしています。
問い合わせ先  県庁観光物産課 
☎ 027-226-3373　 FAX 027-223-1197
ホームページ　http://gunma-dc.net/

今月号には「群馬県議会だより 第72号」が折り込まれています。ぜひご覧ください

華蔵寺公園花まつり
（伊勢崎市華蔵寺町）

　人づくりや仕事づくりをはじめとした未来への投資を着実に進め、群馬らしさを
活
い

かした豊かな社会を実現するため「ぐんまの未来創生予算」としました。

平成29年度群馬県予算
｢ぐんまの未来創生予算｣

７,２４６億円
予算の提案説明をする大澤正明知事

　当初予算の編成に当たっては、総合計画の三つの基本目標である
「地域を支え、経済・社会活動を支える人づくり」「誰もが安全で安
心できる暮らしづくり」「恵まれた立地条件を活かした産業活力の向
上・社会基盤づくり」の実現に向け、政策を着実に推進することを
基本方針としました。
　主な財源として、県税収入は、企業の所得に対する税負担の軽減 
などを行う税制改正の影響などから、28 年度当初予算に比べ１４０ 
億円の減となる２，３５０億円と見込んでいます。また地方交付税も、
前年度の好調な県税収入を基に算出されるため、28 年度当初予算に
比べ１０６億円減少し、１，１５０億円にとどまる見込みであり、増
額が見込まれる臨時財政対策債と合わせても、県税収入の減額に見
合った額が確保できない状況となりました。そのため、財政調整基

金や減債基金を可能な限り取り崩すとともに、実際の県税収入額が、
地方交付税を算出する上で見込んだ県税の額を下回る場合に発行で
きる減収補てん債を、当初予算の段階から計上することで、県民生
活に支障が生じないよう必要な財源を確保しました。
　一方で、臨時財政対策債を除く実質的なプライマリーバランスは、
17 年連続で黒字を維持し、財政の健全性にも配慮しました。
　県民の安全・安心を確保しつつ、群馬らしさを活かしながら、人
づくりや仕事づくりをはじめとする本県の未来を見据えた施策を盛
り込んだ「ぐんまの未来創生予算」を効果的に執行することで、県
民の皆さんが豊かさを実感し、暮らし始め、住み続け、家族を増や
したくなるような「魅力あふれる群馬」の実現に向け、引き続き全
力で取り組んでまいります。 （第１回定例県議会知事発言から）

　県の未来を支える子どもたちのため
の施策を充実させます。

【主な取り組み】
● ぐんま少人数クラスプロジェクト

一部新規 １４億１, ６２５万円
　本県独自の少人数学級編制を継続す
るとともに、32 年度から始まる小学校
の英語教科化に向け、県独自に英語教
育アドバイザー教員を配置します。

●スクールカウンセラー・スクー
ルソーシャルワーカー配置

一部新規 ２億８, ６８６万円
　いじめや不登校などの未然防止、早
期発見・早期対応のため、小・中学校
や高等学校などへの全校配置を継続し
ます。さらに高等学校の定時制・通信
制課程へのスクールカウンセラーの配
置を拡充します。

次代を担う子どもたち　
のための施策の充実

群馬の魅力を活かした
イメージアップと誘客促進

群馬の強みを活かした
仕事づくりと就労支援

障害のある子どもたち
の教育環境の整備

　身近な地域で安心して教育を受けら
れる環境を整備します。

【主な取り組み】
●伊勢崎特別支援学校での重複障害
児の受け入れ ２０６万円
　４月から重複障害児を受け入れられ
るよう、伊勢崎特別支援学校に看護師
を配置します。また 30 年４月から、太
田・伊勢崎高等特別支援学校でも重複
障害のある生徒を受け入れられるよう
準備を進めます。

●沼田特別支援学校整備
３億２, ８８９万円

　沼田地域において小中高一体の特別
支援学校の新校舎建設事業を進めます。
　また高等部が未整備の藤岡・富岡・
吾妻地域でも、30 年４月から生徒を受
け入れられるよう準備を進めます。

　山や温泉、東国文化など群馬の魅力
を活かした取り組みを推進します。

【主な取り組み】
●稜線トレイル関連事業

一部新規 ８, ４６０万円
　本県の豊かな自然環境を活かしたア
ウトドアスポーツによる地域活性化を
図るため、稜線では国内最長となる上
信越県境の登山道の整備やＰ

ピー

Ｒ
アール

を行い
ます。またルート上にある既設の県管
理登山道の施設改修などにより、安全
で快適に利用できるようにします。

●上
こう

野
ずけ

三
さん

碑
ぴ

世界記憶遺産登録推進・
発信事業 一部新規 １, １６４万円
　今夏にユネスコ「世界の記憶」への
登録を目指す上野三碑（山

やまの

上
うえ

碑
ひ

、多
た

胡
ご

碑
ひ

、金
かな

井
い

沢
ざわ

碑
ひ

）について、関係機関と
連携して機運醸成のためのＰＲ活動や
登録記念イベントなどを実施します。

　誰もが活躍できるよう、雇用の場の
確保や就労支援に取り組みます。

【主な取り組み】
●コンベンション施設関連事業
一部新規 １３億８, ６７８万円

　本県の優れた拠点性を活かして、県
内産業のさらなる発展や新たな産業の
創出、若者や女性の雇用創出を図るた
め、コンベンション施設の本体工事に
着手します。また施設の愛称募集やコ
ンベンション関連産業への参入支援な
どを行います。

●障害者雇用促進強化対策
一部新規 ４, ２９４万円

　関係機関と連携して、特例子会社設 
立の推進や障害者就労サポートセンター 
による実習・就職先の開拓などを行い、
特別支援学校の生徒や就労支援機関の
利用者などの就労を支援します。

27年に開校した吾妻特別支援学校（中之条町） みなかみ町と新潟県の境にあるオジカ沢ノ頭少人数学級編制の授業風景 32年春に開所予定のコンベンション施設完成予想図

1 2 3 4
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東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
）
を
運

営
し
、
移
住
・
就
職
に
関
す
る
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
ま
す
。

　
ま
た
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
た
移

住
相
談
会
の
開
催
、
ポ
ス
タ
ー
や
動

画
制
作
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

若
者
就
職
支
援

 

１
億
４
３
１
１
万
円

　
若
者
の
県
内
へ
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

就
職
を
支
援
す
る
た
め
、
首
都
圏
な

ど
の
大
学
と
の
協
力
校
制
度｢

Ｇ
タ

ー
ン
倶く

楽ら

部ぶ｣

を
活
用
し
、
情
報
交

換
会
や
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
、

本
県
独
自
の
学
生
向
け
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ｢

Ｇ
タ
ー
ン
シ
ッ
プ｣

な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
「
若
者
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」

（
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ぐ
ん
ま
）
の
運
営

に
よ
り
、
若
者
の
県
内
就
職
や
職
場

定
着
を
支
援
し
ま
す
。

首都圏の学生に群馬の就職情報を提供する
｢Gターンカフェ｣

空
き
家
対
策

 

新
規

　
３
３
８
万
円

　
空
き
家
対
策
に
取
り
組
む
市
町
村

を
支
援
す
る
た
め
、
先
進
事
例
な
ど

を
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た

り
、
所
有
者
が
分
か
ら
な
い
空
き
家

の
解
体
費
用
を
一
部
補
助
し
た
り
し

ま
す
。

❹
家
族
の
理
想
実
現

結
婚
応
援

 

一
部
新
規

　
７
４
０
８
万
円

　
社
会
全
体
で
結
婚
を
応
援
す
る
機

運
を
醸
成
す
る
た
め
、
結
婚
応
援
フ
ェ

ア
の
開
催
や
民
間
団
体
が
行
う
結
婚

支
援
事
業
へ
の
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
費

 

一
部
新
規

　
１
０
８
億
９
９
５
７
万
円

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る

環
境
を
社
会
全
体
で
整
え
る
た
め
、

保
育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
整

備
や
運
営
、
民
間
保
育
所
に
お
け
る

保
育
士
の
処
遇
改
善
な
ど
を
支
援
し

ま
す
。

働
く
女
性
支
援

 

１
５
８
９
万
円

　
仕
事
と
家
庭
を
両
立
で
き
る
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
の
認

証
や
、
子
育
て
中
の
女
性
な
ど
の
就

職
を
支
援
す
る
「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・

マ
ザ
ー
ズ
」
の
運
営
に
よ
り
、
働
く

女
性
を
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

❺
多
様
な
人
材
の
活
躍
応
援

二
葉
・
二
葉
高
等
特
別
支
援

学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入

 

新
規

　
５
６
０
万
円

　
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
通
学
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
30
年
度
中
に
二

葉
特
別
支
援
学
校
と
二
葉
高
等
特
別

支
援
学
校
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

手
話
施
策
の
推
進

 

一
部
新
規

　
３
０
２
万
円

　
県
庁
や
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ザ
、
ゆ
う
あ
い
ピ
ッ
ク
記
念
温
水
プ

ー
ル
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
備
し
、

テ
レ
ビ
電
話
機
能
を
利
用
し
た
遠
隔

手
話
通
訳
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
ま
た
職
員
向
け
の
手
話
研
修
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

❻
安
全
な
暮
ら
し
実
現

災
害
に
強
い
県
土
を
築
く
防
災
・

減
災
対
策

 

１
２
５
億
４
７
１
５
万
円

　
局
地
的
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に

よ
る
災
害
の
防
止
・
被
害
軽
減
を
図

る
た
め
、
道
路
防
災
や
治
水
対
策
、

土
砂
災
害
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
支
援

 

一
部
新
規

　
９
９
０
万
円

　
地
震
か
ら
県
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
、
昭
和
56
年
５
月
以
前
に

建
築
さ
れ
た
木
造
個
人
住
宅
の
耐
震

改
修
に
対
し
、
市
町
村
が
補
助
を
す

る
場
合
に
そ
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

　
ま
た
簡
易
耐
震
改
修
や
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
支
援

を
行
い
ま
す
。

高
崎
北
警
察
署（
仮
称
）新
設

整
備

 

５
３
８
万
円

　
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上
や
地
域

に
根
ざ
し
た
警
察
活
動
を
推
進
す
る

た
め
、
市
町
村
合
併
で
拡
大
し
た
高

崎
警
察
署
の
管
轄
区
域
を
分
割
し
、

高
崎
北
警
察
署
（
仮
称
）
を
新
設
し

ま
す
。
33
年
度
末
の
完
成
に
向
け
、

今
年
度
は
地
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　県
は
、
県
総
合
計
画
「
は
ば
た

け
群
馬
プ
ラ
ン
Ⅱツ

ー

」（
28
〜
31
年

度
）
の
三
つ
の
基
本
目
標
の
実
現

に
向
け
、
13
の
政
策
を
着
実
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

「
地
方
創
生
推
進
交
付
金
」（
※
１
）

や
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」（
※
２
）

を
活
用
す
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保

に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
企
業
局
か

ら
の
繰
出
金
を
財
源
に
、
新
た
に

「
ぐ
ん
ま
未
来
創
生
基
金
」
を
設

置
し
、
未
来
創
生
の
た
め
の
事
業

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　重
点
事
業
な
ど
、
そ
の
主
な
も

の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
県
総
合
計
画
は
、
県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、

県
行
政
県
税
事
務
所
な
ど
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.gunm

a.jp/07/b0110184.ht 
m
l

）
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

県
総
合
計
画
「
は
ば
た
け
群

馬
プ
ラ
ン
Ⅱ
」
基
本
目
標

※
表
示
単
位
未
満
の
四
捨
五
入
の
関
係
で
、
合
計
額
と
一
致

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

義務的経費
3,634

（50.2%）

退職手当
216
(3.0％)

扶助費319
（4.4%）

公債費
1,062
(14.7％)

国の補助公共事業
   235（3.2%）

県単独公共事業
589

（8.1%）

投資的経費
1,066
 （14.7%）

その他経費
2,546
（35.1%）補助費など

2,049
 （28.3%）

その他
497

（6.9%）

その他の
建設事業
242

（3.3%）

（単位：億円）

総額
7,246

学校の先生
などの人件費

1,304（18.0％）

県庁職員
などの人件費
448（6.2％）

警察官など
の人件費
284
（3.9％）

県税
2,350

 （32.4%）

地方消費税
清算金
735

（10.1%）
　財政調整基金、
減債基金繰入金
  140（1.9%）

その他
収入
397

（5.5%）

地方交付税
1,150
 （15.9%）

国庫支出金
839

（11.6%）

うち臨時財政対策債
460（6.3%）

うち減収補てん債
  156（2.2%）

地方譲与税
その他
357
（4.9%）

経済危機対策
関連基金等繰入金
 93（1.3%）

県債
1,185

（16.4%）

自主財源
3,715

（51.3%）

依存財源
3,531

（48.7%）

総額
7,246

義務的経費… 任意に削減することが
困難な経費

扶　助　費… 生活保護費や児童扶養
手当など、 住民福祉を
支えるための経費

公　債　費… これまでに借り入れた
県債の返済金と利子

投資的経費… 将来にわたり使用され
る施設などの建設費

地方交付税… 県が自由に使えるお金。
  必要な財源を保障するた

め、国から交付される
国庫支出金… 使い道を決めて国から支

払われるお金
地方譲与税… 国税として集められ、国

から県に譲渡されるお金
その他収入… 貸付金の返還金や利息、

県営住宅使用料、各種申
請書手数料、寄付金など

   235（3.2%）235（33.2%%）

うち減収補うち減収補補 ん債補補てん債 地方譲与税地方譲与税与税

29
年
度
予
算
の
概
要

歳出

歳入

（
※
１
）
…
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
や
新

し
い
人
の
流
れ
の
創
出
、
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
、地

方
創
生
に
つ
な
が
る
事
業
を
支
援
す
る
国
の
交
付
金

（
※
２
）
…
地
方
公
共
団
体
が
地
域
再
生
計
画
に

基
づ
い
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
寄
付
を
行
っ

た
法
人
が
、
税
額
控
除
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
制
度

（3）平成29年 4月 2日発行

基
本
目
標
❸

基
本
目
標
❸

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
活
か

し
た
産
業
活
力
の
向
上
・
社

会
基
盤
づ
く
り

❼
医
療
・
福
祉
連
携
に
よ
る

　優
し
い
ぐ
ん
ま
推
進

前
橋
赤
十
字
病
院
建
設
事
業

費
等
補
助

 

12
億
８
０
２
４
万
円

　
県
内
全
域
の
高
度
救
命
救
急
を
担

う
前
橋
赤
十
字
病
院
の
新
築
移
転
整

備
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

工
事
期
間
…
30
年
２
月
ま
で

前橋赤十字病院完成予想図

認
知
症
施
策
の
推
進

 

一
部
新
規

　
４
５
６
５
万
円

　
若
年
性
認
知
症
の
人
や
介
護
す
る

家
族
が
離
職
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

相
談
対
応
や
自
立
支
援
を
行
い
、
職

場
や
医
療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
と

調
整
を
行
う
「
若
年
性
認
知
症
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」を
新
設
し
ま
す
。

　
ま
た
介
護
離
職
な
ど
に
対
す
る
企

業
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

自
殺
対
策
の
推
進

 

一
部
新
規

　
１
７
７
０
万
円

　
誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、県 

こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
内
に
「
自

殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
す

る
他
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
」
の
受
付
時
間
を
延
長
す
る

な
ど
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

❽
優
れ
た
群
馬
の
環
境
の

　保
全
・
継
承

芳
ケ
平
湿
地
群
ワ
イ
ズ
ユ
ー

ス
促
進

 

３
９
０
１
万
円

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ

れ
た
「
芳
ケ
平
湿
地
群
」
へ
の
ア
ク

セ
ス
歩
道
を
再
整
備
し
、
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
環

境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
育
成
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策

 

一
部
新
規

　
６
億
２
５
３
４
万
円

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
、
年
間
捕
獲
目
標
頭
数
を
大
幅

に
増
や
し
ま
す
。
ま
た
捕
獲
し
た
有

害
鳥
獣
の
適
切
な
処
理
や
利
活
用
を

推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
指
針
を
作

成
し
ま
す
。

❾
地
域
住
民
が
と
も
に
助
け

　合
う
「
地
域
力
」
強
化

ぐ
ん
ま
消
防
団
応
援
の
店

 

新
規

　
79
万
円

　
地
域
全
体
で
消
防
団
を
応
援
す
る

機
運
を
高
め
る
た
め
、
協
賛
店
舗
で

団
員
証
を
提
示
す
る
と
特
典
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
「
ぐ
ん
ま
消
防
団

応
援
の
店
」
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
・

定
住
支
援

 

一
部
新
規
　
７
２
６
万
円

　
市
町
村
が
設
置
す
る
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
の
募
集
・
活
動
を
支
援

す
る
取
り
組
み
や
、
隊
員
の
定
着
に

向
け
た
研
修
会
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派

遣
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
隊
員

の
活
動
状
況
な
ど
を
発
信
す
る
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
を
新
設
し
ま
す
。

10
群
馬
の
未
来
を
見
据
え
た

　経
済
・
雇
用
戦
略
の
展
開

農
畜
産
物
等
輸
出
促
進

 

一
部
新
規

　
４
５
７
６
万
円

　
農
畜
産
物
な
ど
の
販
路
拡
大
と
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
の
た
め
、
イ
タ
リ
ア

で
開
催
さ
れ
る
世
界
的
な
食
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
「
イ
デ
ン
テ
ィ
タ
・
ゴ

ロ
ー
ゼ
」
に
新
た
に
出
展
し
、
上
州

和
牛
や
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
を
Ｐピ

ー

Ｒア
ー
ル

し

ま
す
。

　
ま
た
県
産
青
果
物
の
定
着
を
図
る

た
め
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ

ア
で
テ
ス
ト
販
売
を
実
施
し
ま
す
。

昨年イタリアで行った上州和牛と
こんにゃくのプロモーション

戦
略
産
業
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

 

１
億
３
４
７
０
万
円

　
成
長
産
業
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、

次
世
代
自
動
車
・
航
空
宇
宙
関
連
産

業
や
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
関
連
産
業

へ
の
参
入
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
雇

用
創
出
を
図
り
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
と
の
経
済
交
流

 

一
部
新
規

　
３
３
７
万
円

　
昨
年
ベ
ト
ナ
ム
政
府
と
締
結
し
た

「
経
済
交
流
に
関
す
る
覚
書
」
に
基

づ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
促
進
事

業
や
展
示
商
談
会
へ
の
出
展
支
援
な

ど
を
行
い
、
県
内
企
業
の
進
出･

販

路
開
拓
を
継
続
し
て
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
新
た
に
、
海
外
か
ら
の
技
能

実
習
生
の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
た

め
、
セ
ミ
ナ
ー
や
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実

施
し
ま
す
。

11
群
馬
の
産
業
の
強
み
を

　活
か
す
戦
略

林
業
・
木
材
産
業
構
造
改
革

 

１
億
１
１
７
９
万
円

　「
林
業
県
ぐ
ん
ま
」
の
実
現
に
向

け
、
森
林
整
備
の
促
進
と
木
材
産
業

の
振
興
を
図
る
た
め
、
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
関

連
施
設
な
ど
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

蚕
糸
業
継
承
対
策

 

一
部
新
規

　
６
８
７
９
万
円

　
県
の
蚕
糸
業
を
継
承
し
て
い
く
た

め
、
県
産
繭
の
確
保
対
策
や
新
た
な

養
蚕
の
担
い
手
育
成
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
碓
氷
製
糸
の
経
営
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
、
株
式
会
社
化
へ
の
出

資
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
絹
製
品
の
デ
ザ
イ

ン
制
作
支
援
な
ど
を
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
推
進

 

一
部
新
規

　
１
億
２
１
８
０
万
円

　
県
観
光
物
産
国
際
協
会
と
連
携
し
、

山
や
歴
史
、 

古
墳
な
ど
群
馬
の
魅
力

を
活
か
し
た
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、

周
遊
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
や
県
民

参
加
型
の
お
土
産
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

12
豊
か
な
文
化
・
魅
力
を
活
か

　し
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

世
界
遺
産
関
連
事
業

 

新
規
　
１
９
４
３
万
円

　
世
界
遺
産
構
成
４
資
産
と
「
日
本

遺
産
」「
ぐ
ん
ま
絹
遺
産
」
の
情
報

発
信
や
、
調
査
研
究
の
拠
点
と
な
る

「
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」

を
30
年
度
に
開
所
す
る
た
め
、
展
示

物
の
検
討
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
世
界
遺
産
を
含
む
県
内
の
絹

遺
産
な
ど
の
情
報
を
入
手
し
や
す
く

し
、周
遊
観
光
で
活
用
で
き
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
制
作
し
ま
す
。

歴
史
博
物
館
グ
ラ
ン
ド
オ
ー

プ
ン

 

新
規

　
４
８
２
４
万
円

　
昨
年
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
歴
史
博

物
館
の
展
示
物
を
よ
り
充
実
さ
せ
、

７
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

金
井
東
裏
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
人
骨

や
復
元
レ
プ
リ
カ
を
展
示
す
る
他
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
黒

井
峯
遺
跡
に
関
連
し
た
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。

「甲
よろい

を着た古墳人」のレプリカを見学する子どもたち

東
国
文
化
周
知
・
古
墳
情
報

発
信

 

一
部
新
規

　
２
９
６
６
万
円

　
県
民
が
本
県
の
歴
史
や
文
化
遺
産

の
価
値
を
再
認
識
し
、
郷
土
へ
の
誇

り
と
愛
着
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
子

ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
価
値
を
再
発

見
で
き
る
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
古
墳
総
合
調
査
で
の
成
果
を

基
に
し
た
古
墳
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作

成
し
ま
す
。

市
町
村
有
競
技
別
拠
点
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
事
業
補
助
金

 

９
８
４
２
万
円

　
国
体
な
ど
の
大
規
模
大
会
を
開
催

で
き
る
施
設
を
市
町
村
と
連
携
し
て

計
画
的
に
整
備
す
る
た
め
、
市
町
村

が
行
う
競
技
別
拠
点
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
に
対
し
て
補
助
し
ま
す
。

今
年
度
補
助
予
定
…
太
田
市
運
動
公

園
野
球
場

ぐ
ん
ま
マ
ラ
ソ
ン
開
催

 

５
０
０
５
万
円

　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
含
む
マ
ラ
ソ
ン

大
会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
県
内

外
の
参
加
者
に
本
県
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
す
。

13
群
馬
の
未
来
を
支
え
る

　社
会
基
盤
づ
く
り

「
７
つ
の
交
通
軸
」
の
整
備
・

強
化

 

２
８
７
億
１
４
２
０
万
円

　
高
速
交
通
網
の
効
果
を
県
内
全
て

の
地
域
や
産
業
の
発
展
に
活
か
せ
る

よ
う
、
上
信
自
動
車
道
や
西
毛
広
域

幹
線
道
路
な
ど
、
高
速
交
通
網
を
補

完
す
る「
７
つ
の
交
通
軸
」の
整
備
・

強
化
を
推
進
し
ま
す
。

八
ツ
場
ダ
ム
関
連
事
業

 

91
億
２
０
２
０
万
円

　
昨
年
か
ら
本
体
工
事
に
着
工
し
た

八
ツ
場
ダ
ム
に
つ
い
て
、
31
年
度
の

完
成
を
目
指
し
、
生
活
再
建
に
向
け

た
基
幹
施
設
や
産
業
基
盤
な
ど
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

問い合わせ先 県庁財政課　☎０２７-２２６-２０９１　FAX０２７-２２４-９１２３
※県予算については、県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00000290.html）からもご覧になれます
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 印の施設では、障害者手帳などをお持ちの方とその介護者（１人）は無料です。証明できるものをお持ちください

問 は問い合わせ先、申は申込先、相は相談先、HP はホームページです

県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp/INFORMATION

インフォメーション

GUNMA
問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

４月１日から県の組織が変わりました

おいしく食べ切ろう！
宴会の時は「30・10（サンマル・イチマル）」

新生活を始める女性のための防犯対策

多野藤岡地域の観光ガイドブックを作成

　第15次県総合計画「はばたけ群馬プランⅡ
ツー

」および県版総合戦略に
掲げた目標の実現に向け、施策をより着実に推進するため、組織改正を
行いました。その主なものは、次のとおりです。

児童相談所の体制整備 　増加する児童虐待や児童相談への対応を強
化するため、中央児童相談所北部支所に「北部発達支援係」を設置
地域包括ケア推進のための体制整備 　地域包括ケアシステムの構築を

さらに進めるため、健康福祉部地域包括ケア推進室に「認知症・地域支
援係」を設置
コンベンション推進のための体制整備 　県内の幅広い産業の活性化・
雇用の場の創出を目的に「人・モノ・情報」を呼び込む拠点となるコン
ベンション施設を32年春の開所に向けて整備するため、企画部コンベ
ンション推進課に「建築係」と「設備係」を設置
「東国文化推進室」の設置 　本県が古代東国の中心地として栄え、東
日本最大の古墳大国であることや上

こう

野
ず け

三
さ ん

碑
ぴ

の世界的な価値について、関
係者と連携してＰ

ピー

Ｒ
アール

するため、生活文化スポーツ部文化振興課に「東国
文化推進室」を設置

　春は就職や大学進学などで一人暮らしを始める女性が増える時期です。
危険から身を守るために自分でできる防犯対策をしましょう。
住宅の防犯対策

・ 窓には補助錠を付け、防犯フィルムを貼る
・ 女性の一人暮らしと分かるようなカーテンや窓際の置物は避ける
・玄関の外周りは整理整頓し、女性物の傘などを置かない
・ドアスコープは、内側に目隠しをする
外出時の注意

・ 通話やメールをしたり、音楽を聞いたりしながら歩く「ながら歩き」
をしない

・ 人通りが多く、人家のある明るい道を選び、いざというときに逃げ込
める場所（交番やコンビニエンスストア、深夜営業のスーパーなど）
を調べておく

・道路などでは時々後ろを振り返り、不審な人がいないか確認する
・混雑している場所では、バッグなどを使用して体を守る

自宅での注意

・ごみ出しや近所への買い物など、短い時間の外出でも施錠する
・トイレや風呂場の小窓なども施錠する
・ ドアチャイムが鳴ったらドアスコープで相手を確認し、見知らぬ人
の場合は、ドアチェーンを掛けたままドア越しで対応する
女性のための防犯ハンドブック

　防犯に役立つ情報やワンポイント護身術な
どをイラストを使って分かりやすくまとめて
います。県庁県民センターや県庁消費生活課
で配布しています。詳しくはお問い合わせく
ださい
問 県警察本部子ども・女性安全対策課（☎
027-243-0110内線 3451　 FAX 027-2 
43-7084）、県庁消費生活課（☎ 027-2 
26-2356　FAX 027-223-8100）

　多野藤岡地域の3市町村（藤岡市、神流町、上野村）の観光
スポットなどを掲載した広域観光ガイドブックを作成しまし
た。ぜひご覧ください。 
掲載内容  　多野藤岡地域の3市町村および隣接する高崎安中・
甘楽富岡地域の観光情報など
規格

Ａ４判　２４㌻　フルカラー
配布場所 　高崎・藤岡・富岡・安中
の各市役所、多野・甘楽郡の町村役場、
県内の道の駅、県行政県税事務所、
ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃ
ん家

ち

」（東京都中央区銀座）など
問 県藤岡行政県税事務所（☎027 
4-22-5101 FAX 0274-23-01 
89）

　４月はお祝いや歓送迎会の時期です。宴会では、特に多くの食べ残しが発
生しています。
　「30・10（サンマル・イチマル）」とは、乾杯後の30分間（サンマル）・
お開き前の10分間（イチマル）は、自分の席で料理を楽しみ、食べ残しを
削減しようという運動です。
　食べ残しは少しのこつで減らすことができます。｢もったいない｣ という
意識を持ち、次のことを心掛けて料理をおいしく食べ切りましょう。
・予約や注文は適量にする
・ 宴会の始めに「料理をみんなでおいしく
いただきましょう」などと声掛けをする

・自分の席で料理を食べる時間を設定する
・食べ切れない料理は参加者で分け合う
問 県庁廃棄物・リサイクル課（☎ 02 
7-226-2852　FAX 027-223-7292）

「上信自動車道建設事務所」の設置 　上信自動車道の整備を強力に進
めるため、中之条土木事務所が所管していた建設事業を移管し、同事
業に特化した「上信自動車道建設事務所」を設置
産業団地整備推進のための体制整備 　西毛地域に新たに産業団地を造
成するための工事着手や、県全体の地域バランスを考慮した産業団地
の整備を進めるため、企業局団地総合事務所に「前橋支所」を設置

※詳しくは、県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/07/a0 
700287.html）をご覧ください
問 県庁総務課（☎027-226-2029　FAX 027-221-2209）

綿貫観音山古墳（高崎市） 建設中の上信自動車道
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※
詳
し
く
は
市
役
所
・
町
村
役
場
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

・
経
営
サ
ポ
ー
ト
資
金  

年
１
・
75
％
以
内

・
緊
急
経
営
改
善
資
金  

年
１
・
７
％
以
内

・
小
規
模
企
業
事
業
資
金

　
年
１
・
95
％

以
内

※
小
口
零
細
企
業
資
金
は
年
１
・
９
％
以
内

○
設
備
投
資
支
援

・
中
小
企
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
資
金

　
年

１
・
７
％
以
内

※
は
ば
た
け
群
馬
推
進
枠
（
新
事
業
活
動

等
促
進
要
件
お
よ
び
耐
震
改
修
支
援
要

件
）
は
年
１
・
５
％
以
内

・
企
業
立
地
促
進
資
金

　
年
１
・
３
％
以
内

※
工
業
団
地
な
ど
は
年
１
・
１
％
以
内

・
中
小
企
業
設
備
支
援
資
金
　
年
２
・
５ 

％
以
内

○
創
業
支
援

・
創
業
者
・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
資
金
　

年
１
・
55
％
以
内

○
経
営
改
善
支
援

・
経
営
力
強
化
ア
シ
ス
ト
資
金
　
年
２
・
１ 

％
以
内

・
中
小
企
業
再
生
支
援
資
金
　
年
１
・
75 

％
以
内

※
要
件
に
よ
っ
て
は
金
融
機
関
の
所
定
利

率
に
な
り
ま
す

申
　
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

商
工
中
金

問
　
前
記
申
込
先
、
県
庁
商
政
課
（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
３
２

　
FAX 

０
２

７
・
２
２
３
・
７
８
７
５
）

残
雪
期
の
至
仏
山
登
山
道
の
閉
鎖

　
登
山
者
の
危
険
防
止
や
貴
重
な
植
物
の

保
護
の
た
め
、
尾
瀬
国
立
公
園
内
に
あ
る

至
仏
山
登
山
道
を
閉
鎖
し
ま
す
。

閉
鎖
期
間
　
５
月
７
日
㈰
〜
６
月
30
日
㈮

※
積
雪
の
状
況
な
ど
に
よ
り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

閉
鎖
区
間

　
山
ノ
鼻
〜
至
仏
山
頂
〜
小
至

仏
山
〜
鳩
待
峠

※
鳩
待
峠
か
ら
笠
ケ
岳
に
向
か
う
経
路

は
、
閉
鎖
区
間
を
通
る
た
め
通
行
で
き
ま

せ
ん

問
　
尾
瀬
保
護
財
団
（
☎
０
２
７
・
２

２
０
・
４
４
３
１

　
FAX 

０
２
７
・
２
２
０
・

４
４
２
１
）

残雪期の至仏山

あ
な
た
も
騙だ

ま

さ
れ
る
か
も
？

　

オ
レ
オ
レ
詐
欺
！

最
近
の
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
特
徴

・
息
子
や
孫
、
会
社
の
上
司
、
同
僚
、
弁

護
士
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
が
、
次
々
に

登
場
す
る

・「
か
ば
ん
を
置
き
忘
れ
て
、
中
に
会
社

の
小
切
手
が
入
っ
て
い
た
」「
株
で
失
敗

し
た
」
な
ど
と
い
う
理
由
で
現
金
を
用
意

さ
せ
る

・
振
り
込
み
で
は
な
く
、
自
宅
や
駅
な
ど

に
直
接
お
金
を
取
り
に
来
る

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

被
害
者
の
ほ
ぼ
全
員
が
「
詐
欺
の
手
口
は

知
っ
て
い
た
」「
自
分
が
だ
ま
さ
れ
る
と

は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

｢

私
は
絶
対
に
だ
ま
さ
れ
な
い｣

「
息
子

の
声
は
聞
き
分
け
ら
れ
る
」「
私
の
両
親

は
大
丈
夫
だ
ろ
う
」
と
い
う
考
え
は
過
信

で
す
。

　
家
族
で
連
絡
を
取
り
合
い
「
合
言
葉
を

決
め
る
」「
普
段
か
ら
留
守
番
電
話
に
設

定
す
る
」
な
ど
の
対
策
を
取
り
ま
し
ょ
う

相
　
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
☎
０
２
７
・
２
２
４
・
５
４
５
４
）

※
24
時
間
受
け
付
け

問
　
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
（
☎

０
２
７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
３
４

３
２

　
FAX 

０
２
７
・
２
２
４
・
８
８
８
８
）

募

　集

県
民
健
康
科
学
大
学
「
公
開
授
業
」

会
場

　
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
（
前
橋

市
上
沖
町
）

【
群
馬
県
民
の
文
化
と
生
活
】

日
程

　
４
月
12
日
〜
７
月
26
日
の
水
曜

日
、
５
月
２
日
㈫

※
４
月
26
日
、
５
月
３
日
を
除
く

時
間
　
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

【「
環
境
と
健
康
」
概
論
】

日
程
　
４
月
13
日
〜
７
月
27
日
の
木
曜
日

※
５
月
４
日
を
除
く

時
間

　
午
後
２
時
40
分
〜
４
時
10
分

【「
人
間
の
発
達
と
健
康
」
概
論
】

日
程
　
４
月
14
日
〜
７
月
28
日
の
金
曜
日

※
５
月
５
日
を
除
く

時
間
　
午
前
９
時
〜
10
時
30
分

【
共
通
事
項
】

内
容

　
親
し
み
や
す
い
科
目
を
中
心
に
、

学
生
と
一
緒
に
学
び
ま
す
。
１
日
単
位
で

も
参
加
で
き
ま
す

定
員
　
各
10
人
（
先
着
順
）

受
講
料

　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
。
氏
名
、
電
話
番
号
、
受
講
科
目
名
、

受
講
希
望
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

※
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.gchs.ac.jp/

）
か
ら
も 

申
し
込
め
ま
す

申
・
問

　
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学（
☎

０
２
７
・
２
３
５
・
１
２
１
１
　
FAX 

０
２

７
・
２
３
５
・
２
５
０
１
）

や
ま
・
さ
と
応お

う

縁え
ん

隊

　
大
学
生
な
ど
若
者
の
視
点
で
農
山
村
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
調
査
し
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
活
動
の
企
画
提
案

を
募
集
し
ま
す
。

　
採
用
さ
れ
た
提
案
を
し
た
団
体
な
ど

は
、
提
案
に
基
づ
き
実
際
に
調
査
・
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

対
象

　
県
内
の
大
学
・
短
期
大
学
の
教
員

と
大
学
生
か
ら
な
る
ゼ
ミ
や
団
体
な
ど

活
動
期
間

　
６
月
〜
30
年
２
月
（
予
定
）

採
用
提
案
数

　
４
提
案
（
選
考
）

調
査
・
活
動
費
用

　
上
限
50
万
円（
委
託
料
）

応
募
期
限

　
４
月
28
日
㈮

応
募
方
法

　
所
定
の
応
募
用
紙

応
募
用
紙
入
手
先

　「
ぐ
ん
ま
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ht 

tp://w
w
w
.gunm

a-gt.jp/

）

問
　
県
庁
農
村
整
備
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
３
１
５
２

　
FAX 

０
２
７
・
２
２

４
・
８
７
４
４
）

活動の成果を発表する大学生

望
郷
ラ
イ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド

期
日
　
８
月
27
日
㈰

※
前
日
に
「
ウ
エ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
」
を

開
催
し
ま
す
　

開
始
時
刻
　
午
前
７
時

※
受
付
時
間

　
８
月
26
日
㈯
…
午
後
１
時

〜
４
時
、
27
日
…
午
前
５
時
30
分
〜
６
時

30
分

集
合
場
所

　
昭
和
村
総
合
運
動
公
園
（
昭

和
村
糸
井
）

内
容

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
「
利
根

沼
田
望
郷
ラ
イ
ン
」
を
、
交
通
規
則
・
大

会
規
則
を
守
っ
て
、
自
転
車
で
楽
し
く
走

り
ま
す

お
知
ら
せ

技
術
と
経
営
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
「
企
業
サ
ポ
ー
ト
ぐ

ん
ま
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
県
産
業
支
援
機
構
を
群
馬
産
業
技
術
セ

ン
タ
ー
内
に
移
転
し
、
同
じ
施
設
内
で
技

術
相
談
と
経
営
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上
に
効
率
・
効

果
的
な
企
業
支
援
が
可
能
と
な
っ
た
相
談

窓
口
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日

　
月
〜
金
曜
日

※
祝
日
を
除
く

時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

所
在
地

　
前
橋
市
亀
里
町

相
談
内
容

・
群
馬
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
…
新
製
品
の

開
発
や
依
頼
試
験
な
ど
の
技
術
相
談

・
県
産
業
支
援
機
構
…
経
営
計
画
策
定
や

資
金
調
達
な
ど
の
経
営
相
談

対
象
　
技
術
・
経
営
相
談
を
希
望
す
る
企

業
・
事
業
者

費
用
　
無
料

※
依
頼
試
験
な
ど
は
有
料
で
す

相
談
方
法

　
直
接

※
な
る
べ
く
事
前
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い

問
　
群
馬
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
７
・
２
９
０
・
３
０
３
０

　
FAX 

０
２
７
・

２
９
０
・
３
０
４
０
）、
県
産
業
支
援
機

構
（
☎
０
２
７
・
２
６
５
・
５
０
１
１

　

FAX 

０
２
７
・
２
６
５
・
５
０
７
５
）

県
制
度
融
資
の
金
利
引
き
下
げ

　
中
小
企
業
者
の
資
金
繰
り
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
設
備
投
資
な
ど
の
促
進
を
図

る
た
め
、
28
年
12
月
に
金
利
を
引
き
下
げ

た
資
金
に
加
え
、
４
月
か
ら
小
口
資
金
の

上
限
金
利
を
０
・
２
％
引
き
下
げ
ま
し

た
。
金
利
引
き
下
げ
後
の
各
資
金
の
上
限

金
利
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
資
金
繰
り
支
援

・
小
口
資
金（
特
別
小
口
資
金
） 

年
３
・
０ 

％
以
内
で
市
町
村
が
定
め
る
金
利

○
コ
ー
ス
・
距
離

・
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド

　
１
１
０
㌔

・
ミ
ド
ル

　
78
㌔

・
シ
ョ
ー
ト

　
40
㌔

・
エ
ン
ジ
ョ
イ

　
18
㌔

※
荒
天
の
場
合
は
、
中
止
ま
た
は
コ
ー
ス

を
短
縮
し
て
開
催
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

対
象

　
小
学
生
以
上
で
、
参
加
コ
ー
ス
を

完
走
で
き
る
健
康
な
人

※
小
・
中
学
生
は
、
成
人
が
同
じ
コ
ー
ス

に
参
加
し
、
常
時
伴
走
す
る
こ
と
が
必
要

で
す

※
18
歳
未
満
の
人
は
、
保
護
者
の
同
意
が

必
要
で
す

※
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
、
ミ
ド
ル
、
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス
の
参
加
は
、
中
学
生
以
上
の
人
に

限
り
ま
す

定
員

　
千
人
（
先
着
順
）

費
用

○
一
般
（
高
校
生
以
上
）

・
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
、
ミ
ド
ル
＝
６
千
円

・
シ
ョ
ー
ト
、
エ
ン
ジ
ョ
イ
＝
５
千
円

○
小
・
中
学
生
＝
３
千
円

申
込
期
間

　
４
月
10
日
㈪
〜
６
月
12
日
㈪

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

※
望
郷
ラ
イ
ン
・
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
ド

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://blcr.jp

）
か
ら

も
申
し
込
め
ま
す

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
問
　
県
利
根
沼

田
行
政
県
税
事
務
所
（
沼
田
市
薄
根
町
　

☎
０
２
７
８
・
２
２
・
４
３
３
８

　
FAX 

０

２
７
８
・
２
４
・
３
３
０
６
）

昨年のスタート
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問
　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
３
１
２
６
　
FAX 

０
２
７
・
２
４

３
・
７
２
０
２
）

昨年の品評会

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り 

in 

富
岡
・
安
中
　
〜
ふ
る
さ
と
キ

ラ
キ
ラ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

期
間
　
４
月
22
日
㈯
〜
５
月
21
日
㈰

会
場

○
富
岡
市

・
メ
ー
ン
会
場

　
上
州
富
岡
駅
前
広
場
、

ま
ち
な
か
広
場（
い
ず
れ
も
富
岡
市
富
岡
）

・
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

　
も
み
じ
平
総
合
公

園
（
富
岡
市
上
黒
岩
）、
妙
義
山
パ
ノ
ラ

マ
パ
ー
ク
（
富
岡
市
妙
義
町
）

○
安
中
市

・
メ
ー
ン
会
場

　
碓
氷
峠
の
森
公
園
、
坂

本
宿
（
い
ず
れ
も
安
中
市
松
井
田
町
）

・
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

　
碓
氷
峠
鉄
道
文
化

む
ら
、
五
料
の
茶
屋
本
陣
（
い
ず
れ
も
安

中
市
松
井
田
町
）

内
容

　「
シ
ル
ク
で
つ
な
が
る
花
の
街
」

を
テ
ー
マ
に
、
富
岡
・
安
中
両
市
の
公
園

試

　験 
県
職
員
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
類
試
験
及

び
選
考
考
査
の
説
明
会

日
程
・
時
間
・
会
場
・
定
員

○
４
月
25
日
㈫

・
全
職
種
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
行
政
事
務
職
　
午
後
１
時
15
分
〜
２
時

45
分

・
行
政
事
務
職
以
外
　
午
後
３
時
30
分
〜

５
時

・
会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

・
定
員
　
各
２
０
０
人
（
先
着
順
）

○
４
月
28
日
㈮

・
全
職
種
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午

後
２
時
〜
３
時
30
分

・
会
場
　
都
道
府
県
会
館
（
東
京
都
千
代

田
区
平
河
町
）

・
定
員
　
各
１
４
０
人
（
先
着
順
）

内
容
　
採
用
試
験
の
概
要
説
明
、
試
験
案

内
の
配
布
、
記
載
方
法
の
説
明
、
質
疑
応

答
な
ど

※
県
庁
会
場
の
午
後
は
、
時
間
に
よ
り
説

明
す
る
職
種
が
異
な
り
ま
す
。
東
京
会
場

は
、
午
前
・
午
後
と
も
同
じ
内
容
で
す

対
象
　
29
年
度
の
県
職
員
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
類

試
験
お
よ
び
選
考
考
査
の
受
験
予
定
者

費
用
　
無
料

申
込
期
限
　
４
月
19
日
㈬

申
し
込
み
方
法
　
ぐ
ん
ま
電
子
申
請
受
付

シ
ス
テ
ム
（http://w

w
w
.shinsei.elg-f 

ront.jp/gunm
a/navi/index.htm

l

）

問
　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２

７
・
２
２
６
・
２
７
４
４

　
FAX 

０
２
７
・

２
２
１
・
６
２
４
７
）

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

第
１
次
試
験
日

　
７
月
９
日
㈰

第
１
次
試
験
合
格
発
表
日

　
８
月
上
旬

第
２
次
試
験
日

　
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

最
終
合
格
発
表
日

　
10
月
上
旬

職
種

　
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
の
教
員
、
養
護
教
員

受
験
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

・
教
員
は
教
員
免
許
、
養
護
教
員
は
養
護

教
諭
免
許
を
持
っ
て
い
る
、
ま
た
は
30
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
で
あ
る

※
出
願
区
分
な
ど
詳
し
く
は
、
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い

募
集
要
項
配
布
開
始
日
　
４
月
５
日
㈬

出
願
期
間
　
４
月
28
日
㈮
〜
５
月
18
日
㈭

出
願
方
法
　
所
定
の
出
願
用
紙

募
集
要
項
・
出
願
用
紙
配
布
場
所
　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
教
育
事
務
所
、
県
東
京
事
務
所
（
東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
）、
ぐ
ん
ま
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家ち

」（
東

京
都
中
央
区
銀
座
）、県
大
阪
事
務
所
（
大

阪
府
大
阪
市
北
区
）、
県
名
古
屋
事
務
所

（
愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
）

問
　
県
庁
学
校
人
事
課

・
小
・
中
学
校
の
教
員
、
養
護
教
員
（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
４
５
９
３
　
FAX 

０
２

７
・
２
４
３
・
７
７
５
９
）

・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員 

（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
５
９
７
　
FAX 

前
記
）

催

　し

県
花
品
評
会
（
春
季
）

日
程
　
４
月
12
日
㈬
、
13
日
㈭

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※
一
般
公
開
は
、
12
日
は
３
時
か
ら
、
13

日
は
２
時
ま
で

会
場

　
ス
マ
ー
ク
伊
勢
崎
（
伊
勢
崎
市
西

小
保
方
町
）

内
容

　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
バ
ラ
な
ど
の

切
り
花
類
や
鉢
物
類
の
展
示
・
販
売
、
生

産
者
に
よ
る
直
売

・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
12
日
、
13
日
の

11
時
か
ら
商
品
終
了
ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
13
日
の
２
時
か
ら
展

示
品
終
了
ま
で

入
場
料

　
無
料

４月　７日／『昔』が新しい！　高崎リノベまちづくり
４月１４日／みどり市　　４月２１日／安中市
４月２８日／アンコール　５月　５日／千代田町

　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、新たに宣伝部員と
なったタイムマシーン３号と女性部員が、群馬を全国
に宣伝するために、地域の魅力を紹介します。

や
「
ま
ち
な
か
」、
街
道
が
花
や
緑
で
美

し
く
飾
ら
れ
ま
す
。
ま
た
「
花
と
緑
の
コ

ン
テ
ス
ト
」や「
花
緑
体
験
教
室
」、ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
物
産

販
売
な
ど
を
実
施
し
ま
す

入
場
料
　
無
料

そ
の
他

　
一
部
、
費
用
が
掛
か
る
も
の
や

事
前
申
し
込
み
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
や
花
と
緑
の
ぐ

ん
ま
づ
く
り
推
進
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://hanatom
idori.net/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
　
県
庁
都
市
計
画
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
３
５
４
３
　
FAX 

０
２
７
・
２
２

１
・
５
５
６
６
）

林
業
試
験
場
樹
木
園

　
春
の
一
般

公
開

期
日
　
４
月
29
日
㈯

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

会
場
　
県
林
業
試
験
場
（
榛
東
村
新
井
）

内
容
　
樹
木
園
の
約
千
株
の
ツ
ツ
ジ
と
新

緑
が
楽
し
め
ま
す

費
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

問
　
県
林
業
試
験
場
（
☎
０
２
７
・
３

７
３
・
２
３
０
０
　
FAX 

０
２
７
・
３
７
３
・

１
０
３
６
）

昨年の一般公開

県庁広報課
（☎027-226-2167　FAX 027-243-3600）

問

毎週金曜日 午後７時３０分
（再放送） 日曜日　午前９時３０分　※４月23日（日）は午後１時3０分

県庁広報課
（☎027-226-2162　FAX 027-243-3600）

県政の話題 群馬のイチゴ「やよいひめ」
か　お ザスパクサツ群馬監督　森下 仁志さん
特　集 写真で見る県政のあゆみ

4月10日㈪発売予定 定価３６０円（税込み）
販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

2017
APR

4

入場料 全席自由（当日券だけ）
一般＝1,300円、小・中学生＝500円　※小学生未満は無料
問 群馬ダイヤモンドペガサス　☎ ０２７-３８６-６０８８　FAX ０２７-
３８６-６０８３　HP　http://d-pegasus.com/

群馬ダイヤモンドペガサス試合情報
日程 開始時刻 会場 対戦相手

４月　８日（土） 午後1時 敷島球場 新潟アルビレックスBC
４月 15日（土） 午後6時 伊勢崎市野球場 武蔵ヒートベアーズ
４月 16日（日） 午後1時 伊勢崎市野球場 栃木ゴールデンブレーブス
４月 21日（金） 午後1時 城南野球場 福島ホープス
４月 23日（日） 午後6時 前橋市民球場 福島ホープス
４月 28日（金） 午後1時 城南野球場 新潟アルビレックスBC
５月　６日（土） 午後1時 城南野球場 栃木ゴールデンブレーブス
５月　７日（日） 午後1時 城南野球場 栃木ゴールデンブレーブス

問 ザスパクサツ群馬　 ☎ ０２７-２２５-２３５０　FAX ０２７-２２５-２３５５　
HP　http://www.thespa.co.jp/

日程 開始時刻 対戦相手
４月15日（土） 午後3時 水戸ホーリーホック
４月29日（土） 午後7時 名古屋グランパス
５月  ３日（水） 午後3時 ＦＣ岐阜

正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）会　場

指定席＝３千円　※自由席は席種などにより異なります。
詳しくはお問い合わせください
入場料

前売り券販売場所 ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊
勢崎市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）、CAFE DI 
ESPRESSO 珈琲館前橋プラザ店（前橋市本町）など

ザスパクサツ群馬試合情報

問 群馬プロバスケットボールコミッション　☎ ０２７-２８９-９５６２　
FAX ０２７-２８９-９５６３　HP　https://g-crane-thunders.jp/

入場料 席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください
入場券購入先 群馬クレインサンダーズホームページ

日程 開始時刻 会場 対戦相手
４月　８日（土） 午後6時 伊勢崎 岩手ビッグブルズ４月　９日（日） 午後2時
４月 22日（土） 午後6時 前橋 青森ワッツ４月 23日（日） 午後2時
５月　６日（土） 午後6時 前橋 山形ワイヴァンズ５月　７日（日） 午後2時

群馬クレインサンダーズ試合情報

群馬交響楽団定期演奏会情報

問 群馬交響楽団事務局　☎ ０２７-３２２-４３１６　FAX ０２７-３２２-
４９４３　HP　http://www.gunkyo.com/

群馬音楽センター、チケットぴあ、群馬交響楽
団事務局（高崎市高松町）など
入場券販売場所

４月１５日（土）期 日 開演時刻 午後６時45分（６時開場）
会 場 群馬音楽センター（高崎市高松町）

指揮：ジョセフ・ウォルフ、チェロ： ミハル・カニュカ、曲目：
エルガー／ エレジー 作品58、 チェロ協奏曲 ホ短調 作品85、 交響
曲 第1番 変イ長調 作品55

内 容

入 場 料 Ｓ席＝4,600円、Ａ席＝4,100円、Ｂ席＝3,600円、
Ｃ席（自由席）＝2,100円

問

伊勢崎…伊勢崎市民体育館（伊勢崎市堤西町）
前橋…ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）

会 場

平成29年 4月 2日発行（7）

　県の広報紙「ぐんま広報」は、毎月第１日曜日に、新聞折り込みで配布しています。
新聞を購読していない人には、一部の銀行や農協、スーパーマーケットの他、コンビ
ニエンスストアなどでも配布しています。
 配布場所
・ 行政機関…県庁県民センター、県行政県税事務所、市役所・町村役場
・ 県内の民間協力機関…群馬銀行本支店、東和銀行本支店、農協本支所・支店、フレッ
セイ全店舗、セブン-イレブン全店舗、セーブオン全店舗、ファミリーマート全店舗、
とりせん全店舗、イオンモール太田、ベイシア全店舗、 
館林つつじの里ショッピングセンター
※配布部数に限りがあります
※県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/ca 
te_list/ct00001205.html）からもご覧になれます
問 県庁広報課
（☎027-226-2162　FAX  027-243-3600）

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（☎027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

24群馬の魅力 再発見！ぐ
んま
ちゃんの

　中之条町のチャツボミゴケ公園内にある「六
く

合
に

チャツボミゴケ生物
群集の鉄鉱生成地」が、２月９日に国の天然記念物に指定されまし
た。県内で指定されたのは１９件目で、昭和４４年の「上野楢原のシ
オジ林」以来４８年ぶりです。
　チャツボミゴケは、強い酸性の水が流れる場所に育つ希少なコケの
一種です。今回の指定は、このチャツボミゴケと鉄バクテリアにより
鉄鉱が生成されることが確認できる貴重な場所として評価されたもの
です。公園内の群生地は国内最大級の面積規模を誇り、最近のコケブー
ムを背景に、多くの観光客が訪れる人気スポットとなっています。
　普段当たり前のように感じている群馬の自然の中には「日本の宝」
といえるほど価値のあるものがあるかもしれません。
　これを機に、身の回りの自然にあ
らためて目を向けてはいかがでしょ
うか。
※チャツボミゴケ公園は４月下旬ま
で冬季閉鎖中です。詳しくはホーム
ページ（http://chatsubomigoke.
web.fc2.com/)でご確認ください

４８年ぶりに国の天然記念物が誕生！

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

文
書
館
「
新
規
公
開
文
書
展
」

会
期

　
７
月
９
日
㈰
ま
で

※
月
曜
日
、
祝
日
、
４
月
30
日
㈰
、
５
月

９
日
㈫
〜
12
日
㈮
、
31
日
㈬
、
６
月
30
日

㈮
は
休
館

時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

　
県
立
文
書
館
（
前
橋
市
文
京
町
）

内
容

　
当
館
が
28
年
度
に
新
規
公
開
し
た

江
戸
時
代
の
酒
造
・
水
車
・
修
験
に
関
す

る
古
文
書
や
、
天
川
原
村
検
地
水
帳
、
旧

県
立
社
会
教
育
館
の
文
書
な
ど
を
展
示
し

ま
す

観
覧
料

　
無
料

問
　
☎
０
２
７
・
２
２
１
・
２
３
４
６

　
FAX 

０
２
７
・
２
２
１
・
１
６
２
８

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
「
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
」
＊

会
期
　
４
月
８
日
㈯
〜
30
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
園
は

４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
前
橋

市
柏
倉
町
）

内
容

　「
上
州
の
旅
路
」
を
テ
ー
マ
に
、

約
60
種
・
17
万
球
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
園

内
を
彩
り
ま
す

入
園
料

　
一
般
＝
７
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

問
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１

１
８
７
・
３
８

　
FAX 

０
２
７
・
２
８
３
・

８
３
８
９

日
本
絹
の
里
企
画
展
「
日
本
の

美
・
き
ら
め
き
　
〜
パ
ッ
チ
ワ

ー
ク
キ
ル
ト
三
作
家
展
〜
」
＊（作家：左から）小尾節子、宮谷真知子、吉田サチ子

（写真は全て作品の一部分を使用）

会
期
　
４
月
14
日
㈮
〜
５
月
29
日
㈪

※
火
曜
日
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

会
場
　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

内
容

　
キ
ル
ト
作
家
の
小お

尾び

節せ
つ

子こ

、
宮み

や

谷た
に

真ま

知ち

子こ

、
吉よ

し

田だ

サ
チ
子こ

は
、
絹
の
着
物
の

き
れ
な
ど
日
本
の
布
を
使
っ
た
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
キ
ル
ト
の
作
品
を
制
作
し
て
展
覧

会
を
行
う
な
ど
、
国
内
外
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。
３
人
の
個
性
豊
か
な
作
品
を
展
示

し
、
日
本
の
布
の
美
し
さ
を
紹
介
し
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
４
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

そ
の
他　
関
連
行
事
と
し
て
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
無
料

体
験
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

　
FAX 

０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
１

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
企
画
展

「
生
誕
１
３
０
年
記
念
展

　
詩

人
　
大お

お

手て

拓た
く

次じ

　
―
孤
独
の
箱

の
な
か
か
ら
―
」
＊

会
期
　
４
月
15
日
㈯
〜
６
月
11
日
㈰

※
火
曜
日
（
５
月
２
日
を
除
く
）
休
館

時
間

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高

崎
市
保
渡
田
町
）

内
容

　
現
在
の
安
中
市
出
身
の
詩
人
・
大

手
拓
次
に
つ
い
て
、
新
た
な
収
蔵
資
料
を

含
む
原
稿
な
ど
を
展
示
し
、
そ
の
業
績
を

紹
介
し
ま
す

観
覧
料

　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

【
関
連
事
業
】

記
念
講
演
会

○
日
程
・
講
師

・
５
月
３
日
㈬
　
坪つ

ぼ

井い

秀ひ
で

人と

（
国
際
日
本

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

・
21
日
㈰
　
吉よ

し

増ま
す

剛ご
う

造ぞ
う

（
詩
人
）

○
時
間
　
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

○
定
員
　
各
１
５
０
人
（
先
着
順
）

○
費
用

　
無
料

○
申
し
込
み
方
法
　
電
話
ま
た
は
事
前
に

来
館

※
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

そ
の
他　

他
に
も
関
連
事
業
と
し
て

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問

　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７

２
１
　
FAX 

０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
５

館
林
美
術
館
「
京
都
の
み
や
び

と
モ
ダ
ン
　
―
京
都
国
立
近
代

美
術
館
所
蔵
　
日
本
画
・
工
芸

名
品
展
―
」
＊

会
期
　
４
月
22
日
㈯
〜
６
月
25
日
㈰

※
月
曜
日
（
５
月
１
日
を
除
く
）、
５
月

23
日
㈫
は
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場

　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内
容

　
京
都
国
立
近
代
美
術
館
の
所
蔵
品

の
中
か
ら
、
竹た

け

内う
ち

栖せ
い

鳳ほ
う

・
上う

え

村む
ら

松し
ょ
う

園え
ん

ら
の

日
本
画
や
北き

た

大お
お

路じ

魯ろ

山さ
ん

人じ
ん

・
富と

み

本も
と

憲け
ん

吉き
ち

ら

の
工
芸
作
品
な
ど
、
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ

る
作
家
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す

観
覧
料

　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

　
FAX 

０
２
７
６
・
７
２
・
８
３
３
８

上村松園《舞仕度》1914年
（5月21日（日）まで展示）

近
代
美
術
館
企
画
展
示
「
群
馬

の
美
術

　
―
地
域
社
会
に
お
け

る
現
代
美
術
の
居
場
所
」
＊

会
期
　
４
月
22
日
㈯
〜
６
月
25
日
㈰

※
月
曜
日
（
５
月
１
日
を
除
く
）
休
館

時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
４
時
30
分
ま
で
）

会
場
　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
容
　
１
９
８
０
年
代
以
降
の
県
内
に
お

け
る
美
術
の
動
き
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
県
内
で
活
躍
し
て
い
る
作
家
や
グ

ル
ー
プ
の
他
、
各
地
で
ア
ー
ト
活
動
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
施
設
や
展
覧
会
な
ど
を

紹
介
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

　
FAX 

０
２
７
・
３
４
６
・
４
０
６
４
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「ぐんま広報」配布場所のお知らせ

歴史博物館休館のお知らせ
　グランドオープン準備のため、次のとおり休館します。
期 間 　7月14日（金）まで（予定）
問 県立歴史博物館
　（☎027-346-5522　FAX 027-346-5534）

問 県庁広報課（☎027-897-2695　FAX 027-243-3600）


